
種目（探索研究プロジェクト）

  

生生薬薬・・漢漢方方ラライイブブララリリをを用用いいたた嫌嫌気気性性腸腸内内細細菌菌のの増増殖殖評評価価  

■背背景景・・目目的的

漢方方剤は、少なくとも 2種類以上の複数の生薬の組み合わせからなる複雑な多成分系製剤であり、生

薬から抽出した有効成分には生薬由来化合物として特定されているものもある。近年、腸内細菌叢と宿主

の健康や疾患との関係性についての理解が少しずつ深まってきており、漢方の有効性の背景にも細菌叢の

影響が関係している可能性があると言われている。漢方方剤の多くが経口的に摂取された後、宿主と腸内

細菌やそれらが産生する酵素による代謝を受け薬効を示すと考えられるが、嫌気性腸内細菌への影響は明

らかになっていない。そこで、生薬由来化合物、生薬、漢方方剤からなる漢方エキスが腸管内偏性嫌気性

菌の増殖に与える影響についてスクリーニング実験を行った。 

■■結結果果・・考考察察

偏性嫌気性菌６菌種について培養に与える漢方エキスライブラリーの影響を評価した。 

全６菌種で増殖抑制効果を示した生薬由来化合物はBerberine、Coptisine、Glabridinであった。また、

全６菌種で増殖促進効果を示した生薬由来化合物はNodakenin、Praeruptorin A、Gomisin A、Gomisin N、

Schizandrin、Paeonol、[6]-shogaol、Rosmarinic Acid、Puerarin、Loganin、Limonin、Astragaloside IV、

Ginsenoside RG1 であった。生薬レベルでは、計 24 種類の生薬において 6菌種すべてで増殖促進を示し

たが、増殖抑制を示したのは黄連の 1種類のみであった。漢方方剤においては、葛根湯をはじめとした9

種類で増殖促進を示した一方で、増殖抑制を示す漢方方剤は今回のスクリーニング実験において見つから

なかった。 

生薬由来化合物レベルで増殖抑制効果を示した化合物の 2つは塩基性窒素をもつ alkaroid類であり、こ

の共通構造が細菌増殖を抑制する可能性があると考えられた。一方増殖促進効果を示した化合物では、

coumarin 類、lignan 類、phenol 類、polyphenol 類に 2 つ以上の化合物を含んでおり、更に構造上

phenylalanine骨格、phenol骨格を確認できるものを多く含み、アミノ酸代謝との関係が存在する可能性

が示唆された。 

化合物が持つ特定の構造が細菌の増殖の修飾に繋がっている可能性が考えられた。漢方を服用した際に

も、腸内環境における嫌気性菌の増殖を修飾し、腸内細菌叢を介した作用が薬効に影響している可能性が

考えられた。  

■■結結論論

漢方は、嫌気性腸内細菌の増殖を修飾する。その増殖修飾作用には、含まれる生薬由来化合物に特定の

構造が関与している可能性がある。 
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同じ試料について，GC/MSによる精油成分の分析を行った．Sugimotoらの報告通り，ほぼアサロンのみ

からなるchemotype A，アサロンは僅かで，セスキテルペン類と推定される多数の成分を含むchemotype B,

両者の中間型であるchemotype Mの全てが認められたが，それらに属さないchemotype として，アサロン

とメチルオイゲノールと推定される成分（chemotype Cとする）が，同程度含まれるものが検出された．一

方，セキショウコン市場品は，全てchemotype Aであった．

それぞれの精油型を持つショウブコン試料及びセキショウコンを用いて TLC分析を行った結果，いずれ

の試料にも，アサロンに相当するスポットは認められるが，その他のスポットのパターンに若干の差異が

認められた．今後，展開条件を変えて検討を行い，アサロンの他に特徴となるスポットを見出し，セキショ

ウコンとの鑑別が可能な確認試験の設定を行う．

■■結結論論

ニクジュヨウについては，基原種や産地の異なるニクジュヨウの成分的多様性を明らかにすること，

活性成分の定量を目的として，HPLC法,qHNMR法による検討を行い，フェニルエタノイド類の定量を行った．

活性成分であるフェニルエタノイド類の高いサンプルの存在を確認した一方で，成分含量はサンプルによ

り大きくばらついており，基原や産地の違いより，個体差による影響が大きいことがわかった．本生薬に

ついては入手した材料ごとに成分含量をしっかり評価する必要があると考えられた．

バクモンドウについては，広義のジャノヒゲに包含されるナガバジャノヒゲ，セッコウリュウノヒゲ

との含有成分比較を行った結果，狭義のジャノヒゲも含めて，それぞれ，独自の成分組成を示したが，ジ

ャノヒゲを基原とする中国産の国内市場品は，セッコウリュウノヒゲに近い成分組成を示したことから，

含有成分に対する遺伝的な背景の寄与は大きくないと推察された．また，日局が規定するバクモンドウの

基原植物 Ophiopogon japonicusは，成分化学的な面からは，広義のジャノヒゲと捉えて問題ないと考え

られた．

ショウブコンについても，精油成分組成に多様性が確認され，既報の情報との比較から，主産地であ

る中国では，国内産のものよりも，多様性が大きいことが示唆された．毒性物質であるアサロンの含量が

低い個体も見出されていることから，今後，アサロン含量の低い個体に特徴的な成分を指標とした確認試

験を設定することで，より安全性の高いショウブコンの流通を促すことができると考えている．
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